様式第９

特定建設作業実施届出書

年　 月　 日

　　　　　　　　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　特定建設作業を実施するので、騒音規制法第14第１項（第２項）の規定により、次のとおり届け出ます。

建設工事の名称
○○市立○○新築工事

建設工事の目的に係る施設又は工作物の種類
鉄筋コンクリート造３階建　延面積3000㎥

特定建設作業の種類
①くい打機を使用する作業

特定建設作業に使用さえる騒音規制法施行令別表第２に規定する機械の名称、型式及び仕様
ディーゼルバイルハンマ○○社製○○型
１.ラム重量 4300㎏

２.全　　長 4700㎜

３.打撃数　 40～60

　　　　　回／min

４.重　　量10300㎏

特定建設作業の場所


特定建設作業の実施の期間
自　年　月　日

至　年　月　日
日間

特定建設作業の開始及び終了の時刻
作業開始

 eq \o\ad(自８時,　　　　)
作業終了

 eq \o\ad(至17時,　　　　)
 eq \o\ad(作業日,　　　　)
日・祭日を除く
実働時間

 eq \o\ad(８時間,　　　　)







騒音の防止の方法
高さ４ｍの防音シートを周囲にめぐらす

発注者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名
電話番号

届出者の現場責任者の指名及び連絡場所
電話番号

下請負人が特定建設作業を実施する場合は、当該下請負人の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名
電話番号

下請負人が特定建設作業を実施する場合は、当該下請負人の現場責任者の氏名及び連絡場所
電話番号

※受理年月日


※審査結果


備考 １　この届出書は、騒音規制法施行令別表第２に掲げる特定建設作業の種類ごとに提出すること。

２　特定建設作業の種類の欄には、騒音規制法施行令別表第２に掲げる作業の種類を記載すること。

３　特定建設作業実施の期間の欄には、その期間中作業をしないこととしている日がある場合は

作業しない日を明示すること。

４　特定建設作業の開始及び終了の時刻の欄の記載にあっては、作業の開始時刻及び終了時刻並びに実働時間が同じである日ごとにまとめてさしつかえない。

５　※印の欄には、記載しないこと。

６　用紙の大木さは、日本工業規格Ａ４とすること。





































































































振動関係の届出の場合は、振動規制法とする。





工事施行予定地市町長名を記入する。





届出日を記入する。





工事全体の名称を記入する。





氏名又は名称及び住所並びに法人にあってはその代表者を記入する。





工事目的の施設や工作物の概要について記入する。





 使用する機械の名称、型式等を記入する。





　作業を行なう場所の住所を記入する。





騒音規制法（振動の届出の場合は振動規制法）


施行令別表第２の作業ごとに記入する。





　　　　　作業実施予定期間を記入する。


　　　作業を下請負人が行う場合の現場責任者


　　　と連絡場所を記入する。


 １日の作業の開始及び終了の時刻、実働時間及び作業を


 行う日を記入する。なお、夜間及び日曜及び休日の作業


 は原則として禁止されているので注意する。





防音の防止の方法を具体的に記入する。





工事発注者について氏名、名称及び住所等を記入する。





　現場責任者の氏名及び連絡場所を記入する。





　 作業を下請負人が行う場合に、下請負人の氏名、


　 名称及び住所等を記入する。
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